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　このたび、総務・企画委員長を拝
命いたしました日高支部の亀田で
す。歴史ある本会の基盤づくりに携
わる重責を担うにあたり、身の引き
締まる思いでおります。まずは、こ
れまで当委員会の運営を支えてこら
れた諸先輩方に深く敬意を表し、今

後もご指導とご協力を賜りたくお願
い申し上げます。
　近年、会員の高齢化、若手・新規
登録者の入会減少、地域支部間の活
動格差、会員メリットの不明確化が
進み、会員数の減少傾向が続いてい
ます。また、建築業界全体でも少子
高齢化、デジタル化、働き方の多様
化が進み、従来の「士会＝専門団体」
という枠組みだけでは、若手建築士
や学生にとって入会動機が見出しに
くい現状があります。
　こうした課題に向き合い、北海道

の特色を生かしつつも、地域社会に
貢献しながら学び、つながり、発信
できる魅力ある士会像を目指し、「入
会して終わり」ではなく、「所属す
ることに“価値がある”会」へ。そ
のためには、誰かがしてくれると
待っているだけではなく、会員全員
の知恵と行動が必要です。
　会員がより誇りをもって活動でき
る組織づくり、環境づくりに当委員
会として微力ながら尽力してまいり
たいと思いますので、引き続き皆さ
まのご支援をお願い申し上げます。

　総務・企画委員会
　組織づくりと環境づくり

　委員長
　亀田　誠（日高支部）

　この度、二期目の委員長を務めさ
せて頂きます。小樽支部の林です。
引き続き宜しくお願い致します。
　今期委員は、新任２名継続４名で
進めます。
　昨年度、当委員会の開催した所管
事業は「既存住宅状況調査技術者講

習」「その他講習会３事業」でした。
　更に令和８年は、札幌支部事業委
員会と本部事業委員会共催で建築士
受験者講習会を予定します。札幌支
部事業委員会が今まで行ってきた対
面講習会にWEB講習会（ライブ配信）
を同時に行う講習会の予定です。令
和９年はすべてをWEB講習会（オン
デマンド型）化に向けてリニューアルす
る準備の１年になります。昨年の対
面講習会も合格者も多数出ており、
とても貴重な講習会となっております
ので、多数の参加をお願い致します。

（講習会開催の拡散お願い致します）
　また「既存住宅状況調査技術者講
習」も開催し、昨年同様継続して行う
講習会も有ります。多くの会員様が受
講できるよう、時期や場所を検討して
参りますので是非とも多くの方の受講
をよろしくお願い致します。
　新規講習会やセミナーや研修会等
開催したい方がおりましたら事業委員
会に相談頂ければお手伝い出来る事も
有りますので気軽にお声掛け下さい。
　本年度も宜しくお願い致します。

　事業委員会
　新規講習会等活動へ

　委員長
　林　昌宏（小樽支部）

　今年度より、前期に引き続き情報
委員長を仰せつかりました前田繁で
す。これまでの経験を糧に、歴代委
員長が築かれた足跡を大切にしなが
ら、次世代へつなぐべき役割をしっ
かりと果たしていく所存です。今期

１月号よりNEWS LETTERによる
案内をさせて頂いておりますが、会
誌・北海道建築士WEBで始動致し
ました。賛否両論はあるかと思いま
すが、今期も新メンバーと共に、会
員の皆様が求める情報をより敏感に
捉え、効果的な誌面づくりに努めて
まいります。皆様からの投稿やご意
見、ご要望を心よりお待ちしており
ます。さて、今年度の全道大会も号
外の発行ではなく、新たな試みであ
る「動画配信」を予定しております。 

映像ならではの臨場感で大会の様子
をお届けできるよう準備を進めてお
りますので、ぜひご期待ください。
　また、情報委員会メンバーによる
直接取材企画「西から東から」も継
続してまいります。これから２年間、
メンバー一丸となって、より良い「北
海道建築士」をお手元にお届けしま
す。どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

　情報委員会
　情報委員会、新たな 

２年間のスタート
　委員長
　前田　繁（釧路支部）
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　今期より委員長を務めさせていた
だきます札幌支部の永井と申しま
す。何卒よろしくお願いいたします。
　さて、私が建築士会の活動に関わ
り始めたのは2019年に函館で開催さ
れた全国大会の頃からでした。それ
からまちづくり委員として北海道内
はもちろん全国で多くの諸先輩方か

　まちづくり委員会
　「まちづくり」と 
「ひとづくり」

　委員長
　永井　雅規（札幌支部）

ら建築士とまちづくりの関り方につ
いて学ばせていただきました。
　まちづくり委員会では、毎年春に
開催している「北海道まちづくり会
議」をはじめとしてフォーラムなど
皆様とまちづくりについて考える
様々な機会があります。
　それらを企画するにあたり、私は、
これまで松本前委員長が力を入れて
こられた交流によるまちづくりを
しっかりと受け継ぎ、深化させてい
くため「まちづくり」に加えて「ひ
とづくり」を意識したいと思います。
　これまでの拙い経験を振り返ると

まちづくりを持続可能にする原動力
は「人」による担い手づくりなのだ
と思っています。ですから、建築士
会の活動を通じて出会う人々の交流
から生まれる共感、そこからの協力、
そして共創に至るまで、強力な委員
会のメンバーに支えていただきつ
つ、皆様と分かち合えることを目指
して「まちづくり」と「ひとづくり」
の両輪で取り組んで参りますのでご
協力のほどよろしくお願いいたしま
す。

　今期より北海道建築士会青年委員
長を拝命いたしました、釧路支部の
加藤寛基と申します。
　昨年の法規改正や止まることのな
い物価上昇など、先行き不透明で厳
しい社会情勢の中での任期となり、
身が引き締まる思いです。

　青年委員会
　青年委員長就任に 

あたって
　委員長
　加藤　寛基（釧路支部）

　現在、我々を取り巻く環境は、人
口減少を背景とした業界構造の変化
に加え、BIMやAIに代表されるデ
ジタル化の推進、働き方の多様化な
ど、課題は多岐にわたっています。
特に、業界全体の高齢化が進む中で
青年層が減少し、職域を超えたつな
がりのみならず、同世代の仲間同士
が課題や経験を共有する機会も失わ
れつつあります。
　建築士会は、設計・施工・行政な
ど多様な職種の会員が所属し、職域
を超えた交流を通じて実践的なスキ

ルアップや地域を越えた情報交換が
可能な組織ですが、先の現状ではそ
の強みを十分に活かしきれていない
場面も見受けられます。
　このような状況を踏まえ、同世代
がつながり、交流を通じて学び合う
場を創出することが重要であると考
えています。二年間の任期を通じ、
委員の皆さまとともに企画し、議論
を重ねながら実践し、本会の活動の
充実に努めてまいります。
　どうぞよろしくお願いいたします。

　このたび女性委員長を拝命いたし
ました、札幌支部の新海です。入会
した頃から女性委員会の活動に関わ
る中で、歴代委員長や先輩方が積み
重ねてこられた取り組みを見てきま
した。その姿にいつも励まされ、「私
には何ができるだろうか」と思いな
がら、今こうしてバトンを受け取っ

　女性委員会
　未来へつなぐ想い

　委員長
　新海　直美（札幌支部）

ています。
　北海道の建築士として、地域の未
来に少しでも役立つ活動を続けてい
きたいと考えています。女性委員会
としては、女性ならではの視点や感
性を大切にしながら、さまざまな立
場の方に寄り添える存在でありたい
と思っています。また、各支部では
女性会員が本当に幅広い分野で活躍
しており、その力が地域を支えてい
ることを強く感じています。こうし
た活動を全道だけでなく全国にも発
信し、互いに刺激し合える場を広げ
ていくことも今期の大切な役割です。

　さらに、より多くの女性が建築士
会に参加しやすくなるよう、仲間を
増やす取り組みにも力を入れていき
たいと考えています。そのために、
連合会や各支部とのつながりを深
め、気軽に参加できる企画づくりに
も取り組んでまいります。不慣れな
点もありますが、皆さまのお力をお
借りしながら、前向きに進んでいき
たいと思います。どうぞよろしくお
願いいたします。

　日頃より災害対応委員会の活動に
ご理解とご協力を頂き誠にありがと
うございます。前期から引き続き委
員長を務めさせていただきます、上
富良野支部土田です。どうぞよろし
くお願い致します。
　被災建築物応急危険度判定制度が

　災害対応委員会
　令和８年度事業計画

　委員長
　土田　浩貴（上富良野支部）

大きく変わりました。令和７年10月
の認定制度改正により、新規に認定
を希望される方は講習会の受講が必
要で対面受講またはWeb講習のいず
れかを選択できるようになりまし
た。一方、更新対象者の講習受講は
免除となり、申請書の提出のみで更
新手続きが可能です。このことで災
害対応委員会でも今までの対面での
机上訓練をWeb化の検討準備に入る
計画を予定してますが、実現するに
あたりまだまだ時間がかかる予定で
今後の課題となりそうです。講習を

受講しなくても更新が簡単になった
ことで期限が切れている方や過去に
受講して登録をしてない方は是非こ
の機会に更新や登録をお願い致しま
す。
　今年度は道南ブロックで北海道知
事認定震災建築物応急危険度判定机
上訓練を予定しております。道南ブ
ロックの会員の皆様はじめ近隣のブ
ロックの方々も参加して頂ければあ
りがたいです。
　今年度も引き続き災害対応委員会
をよろしくお願い致します。

実行委員会報告
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　本部の会員増強特別委員会は、本
間会長を委員長とし、副会長と統括
理事、総務企画、青年、女性の各委
員会の委員長によって構成されてい
ます。しかし、この二年間は委員会
が開催されておらず、会員の皆様に
は申し訳なく思っています。この委
員会の所管事項には、「会員増強に

　会員増強特別委員会
　委員会のあり方

　委員
　中原　茂人（苫小牧支部）

係る企画及び各ブロック会や関係委
員会との連携」とありますが、あま
り機能しているとは言えません。会
員増強は新会員の増強が中心となり
ますが、退会者を少しでも減らすた
めには、既存会員へのフォローや参
加動機の再確認、負担感の把握と
いった取り組みも欠かせません。と
ころが本部としては入会候補者のリ
ストも無く、退会希望者へのケアも
出来ません。結果として両面とも各
支部の皆様に頼っているのが現状で
す。このような状況を踏まえ、この
委員会のあり方自体を見直す必要が

あるのではと思います。現在、ブロッ
ク会議が年間２回開催され、各支部
から様々な活動状況や現状が報告さ
れています。こうした有益な情報を
この委員会が集約、分析し、その上
で本部として大まかな方針と仕組み
を整備し、各支部の皆様に、地域事
情を踏まえた活動を行って頂くこと
が今後必要ではないかと思います。
会員皆様のご意見をどうぞお願いい
たします。

　ヘリテージマネージャー特別委員
会委員長の杉山です。皆様にはいつ
も当委員会の活動にご協力いただき
まして、お礼申し上げます。昨年度
は、一昨年運営費の関係で実施出来
ませんでした「北海道ヘリテージマ
ネジメント専門職育成講座」を、講

　ヘリテージマネージャー特別委員会
　ヘリマネ修了生 

活躍の場を
　委員長
　杉山　友和（札幌支部）

師及び関係者の皆様のご協力のもと
自費開催にて実施することができ、
過酷な講座日程のなか、13名の修了
生（うち建築士会会員は５名）が誕
生いたしました。今年度も講座の開
催に向け、昨年度の反省も踏まえつ
つ講座開催に向け取り組んで参りま
す。次に、昨年度に引き続き、「歴
史的建造物の調査・評価の活動」に
力を入れ、歴史的建造物の保存活用
に困っている方々の一助になれるよ
う、取り組んで参ります。その際に
は上記講座修了生の力もお借りする

ことにより、修了生のスキルアップ
の場を提供出来ればと考えておりま
す。最後に、昨年末にも青森東方沖
を震源とする大地震があり北海道に
も影響がありましたが、「歴史的建
造物の被災時における調査体制構
築」にも、全道の建築士会会員の皆
様のご協力もお願いしつつ具体的な
体制構築を目指し、検討を進めて参
ります。皆様、本年度も何卒よろし
くお願いいたします。

　当委員会で例年開催してきた
doBIMはBIM図面審査に関する昨年
12月のセミナーで30回の節目を終
え、取り扱うテーマとしては１周し
ました。これ以上深いテーマは各ベ
ンダーさんの講習にお任せし、より
会員の皆様が参加しやすい形での活
動を充実させることになろうかと思

　BIM推進特別委員会
　BIMのある日常をつくり、 

特別委員会の収束に向けて
　委員長
　梅原　博大（札幌支部）

います。
　特に昨年、一昨年開催した「BIM
寺子屋」や「ハンズオンセミナー」
は一方通行のセミナーとは異なり、
参加された方が、“今までやってき
た業務のやり方を変えられる”、“こ
れは面白い”、“これからはBIM”だ
とワクワクしてくれるような機会に
なったのではないかと思います。こ
のような場を増やしていき、これま
でBIMモデルに触れたことの無い方
や、使い方をもう１段階上げたい方
に向けての情報発信・相互交流の場
を設けていきたいと思います。

　これまで主導していただいた委員
のみなさまの多くが卒業され、活動
に不慣れな状態に戻りますが、新た
な委員・オブザーバー相互に勉強し
合って、どのような活動をすれば、
BIMが、より多くの皆様の日常ツー
ルとなっていくのか意見を出し合
い、進めていければと思います。
　自ら教え合う場が自走していくこ
とがこの特別委員会の収束ではない
かという意見がございます。そのよ
うな収束が迎えられることを願って
おります。

　当委員会は「北海道建築士会地域
貢献活動基金」を利用する助成対象
事業を選考し、助成金額を決定する
ことを目的に設けられています。
　建築士会に１年以上継続在籍して
いる会員（２名以上）がいるグルー
プであれば、会員以外の方との混合

　地域貢献活動センター委員会
　助成金を使った活動を 

募集中です。
　委員長
　工藤　美智子（札幌支部）

グループでも申請可能です。
　助成対象事業は、営利を目的とし
ない「地域貢献・まちづくり活動」
で９テーマのいずれかに該当してい
ることが条件です。助成金の限度額
は、１件20万円（予算範囲内）です。
９テーマの具体的内容や申請方法な
どは、道士会ＨＰで公開しています。
また、過去の助成事業の紹介も掲載
しています。
　募集期間は、毎年１月１日から９
月30日迄です。申請書・事業計画
書・予算書などを提出いただくと審

査開始となります。申請内容によっ
ては、審査に時間がかかることもあ
りますので、余裕を持った申請をお
勧めします。
　せっかくの基金ですのでどんどん
活用し、地域の活性化や住教育、景
観保全や防災活動などを通して、仲
間の輪も広げていきましょう。
　尚、基金残金が無くなり次第この
助成事業は終了となります。
　ご不明な点は士会事務局にお問い
合わせください。



4 HOKKAIDO KENCHIKUSHI 2026.02.No342

建築士試験分析

令和7年度1級・2級建築士
設計製図試験全体総評

１級･２級 建築士/建築・土木・管工事施工管理技士/設備・構造設計1級建築士/
建築設備士/宅建士/賃貸不動産経営管理士/インテリアコーディネーター

開講講座
監理技術者講習/一級・二級・木造建築士定期講習/管理建築士講習/
宅建登録講習/宅建登録実務講習/第一種電気工事士定期講習

法定講習 札幌校

 X ⇒「@shikaku_sogo」 LINE ⇒「総合資格学院」 Instagram ⇒「sogoshikaku_official」SNS

TEL.011-219-3511 札幌市中央区南一条西6-11
札幌北辰ビル4F

※当学院のNo.１に関する表示は、公正取引委員会「No.１表示に関する実態調査報告書」に基づき掲載しております。　※総合資格学院の合格実績には、模擬試験のみの受験生、教材購入者、無料の役務提供者、過去受講生は一切含まれておりません。　※全国ストレート合格者数・全国合格者数は、（公
財）建築技術教育普及センター発表に基づきます。　※学科・製図ストレート合格者とは、1級建築士学科試験に合格し、同年度の1級建築士設計製図試験にストレートで合格した方です。〈令和7年１2月24日現在〉

合格実績

全国ストレート合格者合計14,345名中／当学院受講生8,493名 全国合格者合計35,869名中／当学院受講生18,878名

令和７年
一級・二級建築士試験「設計製図の試験」分析
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　今年度の一級・二級建築士設計製図試験において、当会の賛助会員である総合資格学院様と日建学院様に出題
状況を分析して頂きました。
　会員様の所属する企業・団体や関連する団体等で建築の育成を進めている場合は、この内容をお役立てて頂け
ればと思います。

令和７年度１１級級２２級級建建築築士士設設計計試試験験～～総総評評～～

１１級級建建築築士士

２２級級建建築築士士

令和７年度１級建築士設計試験についてランクⅣとなった受験者が9.7％、ランクⅢとなった受験者が53.7％と昨年の試験と比較してラン
クⅢ・Ⅳの合計が8.5％少なくなりその分、合格率がアップしました。受験者の答案の解答状況はランクⅢ及びランクⅣに該当するものが
多く、具体的に以下のようなものを挙げることができる。
・設計条件に関する基礎的な不適合：「要求室・施設等の特記事項の不適合」、「高さ制限への適合が確認できる情報の未記載」等
・法令への重大な不適合：「直通階段に至る重複区間の長さ」等
※※今今後後のの試試験験ににおおいいててはは、、高高ささ制制限限,,重重複複距距離離、、延延焼焼ののおおそそれれののああるる部部分分ななどど、、基基本本的的なな内内容容をを理理解解ししてて解解答答すするる必必要要ががああるるこことと、、要要求求さされれ
てていいるる事事項項をを正正ししくく記記載載すするる必必要要ががああるるここととをを示示ししてていいまますす。。

令和７年度２級建築士製図試験について敷地は、２面道路（南側＋西側）、東西15m×南北15mと小さめの設定でした。対して、延べ面積
は「200m2以上、250m2以下」と建築物のボリュームが大きい課題でした。２面道路のため、玄関へのアプローチを南側道路からにするか
西側道路にするかによって個室の配置等、プランニングの内容が変わります。また、個室の床面積も大きく、室数も多く要求されたため、
全ての個室を同じ方向に向けて配置できず、プランニングが難しかったと思われます。敷地条件を正確に読み取り、屋外施設等を適切に配
置できたか。屋内の計画では要求室の配置・動線計画を適切に計画できたか。各要求室の特記事項をよく読んで、条件違反することなく答
案用紙に記入できたかが、問われる試験であったと思われます。

『『試試験験元元 合合格格基基準準等等ににつついいてて』』
○採点結果については、ランクⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの４段階区分とする。
・ランクⅠ：「知識及び技能」＊を有するもの ・ランクⅡ：「知識及び技能」が不足しているもの
・ランクⅢ：「知識及び技能」が著しく不足しているもの
・ランクⅣ：設計条件及び要求図書に対する重大な不適合に該当するもの
※「知識及び技能」とは、一級建築士として備えるべき「建築物の設計に必要な基本的かつ総括的な知識及び技能」をいう。

【【受受験験者者答答案案のの分分析析かからら見見ええててくくるる合合格格基基準準ににつついいててのの考考察察】】※※ラランンダダムムにに選選択択ししたた答答案案 日日建建学学院院独独自自のの分分析析

ランダムに選択したサンプル答案の合格率は59.3％でしたので、それを下回る数値の計画には、何らかの問題や減点、もしくは計画におけ
る難しさがあったものと考えられます。合格者と不合格者で差のついた項目をピックアップした分析結果はこのようになりました。

※日建学院の合格実績には、模擬試験のみの受講生、教材購入者、無料の役務提供
者、過去受講生は一切含んでおりません。
※2026年1月5日 16:00時点での速報値です。
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情報委員会　立花智亜喜（網走支部）

による「網走蔵（仮称）」の地鎮祭が執り行われま
した。今夏の酒蔵完成、秋には約50年ぶりとなる網
走の地酒誕生を目指して工事が進んでいます。
　この酒蔵が、地域の新たなシンボルとして、どの
ように景観に溶け込み、文化を醸成していくのか、
稼働開始がとても待ち遠しいところです。

「のごみちゃん」と仲間たち
～ごみ拾いSNS「ピリカ」で繋がる街～

　素晴らしい景観と美味しい酒。これらを支えるの
は、網走のクリーンな環境です。
　網走市が推進するごみ拾いSNS「ピリカ」を活用
した活動は、今や市民の日常に浸透しつつあります。
　この取り組みを彩るのが、オリジナルキャラク
ターの「のごみちゃん」をはじめ「まめ」「パトくん」
「ロールくん」といった個性豊かな仲間たちです。
　アプリを通じて清掃活動を投稿し、ユーザーと「あ
りがとう」を送り合う。個性豊かでかわいいキャラ
クターたちが、子どもたちへも意識を涵養していく。
（網走に１台しかない、のごみちゃんラッピングご
み収集車は、ラッキーパッカー車）
　こうした草の根の活動が、歴史を守り、新しい産
業を育む土台となっています。

　歴史ある監獄の風景から、建設中の最新の酒蔵、
そしてアプリを通じた市民活動まで・・・網走の
「今」は、過去から未来へと強く繋がっていきます。

※掲載画像はフリー素材又は許諾済みです

西から東から　　「網走のまち」

　入稿現在2026年１月５日、この会誌２月号が発行
される頃にはオホーツク海に流氷が接岸し、海も山
も街も真っ白な景色に包まれる頃でしょうか。
　そんなオホーツクの厳しい寒さの中、いま網走で
は歴史・産業・環境の三つの分野で、熱い動きが加
速しているので、ここにご紹介します。

「網走監獄」への熱視線
～有名漫画の実写が描く歴史の舞台～

　網走の冬をさらに熱くするのが、３月に公開を控
えた映画『ゴールデンカムイ』の続編「網走監獄襲
撃編」です。
　明治期に造られた重厚な放射状平屋舎房などの建
築美は、単なる歴史遺産ではなく、この地の厳しい
風土と共生してきた証であると感じます。
　実写という広大なスケールで描かれることで、私
たち建築士にとっても、地域の建築的価値を再発見
する貴重な機会となるのではないでしょうか。
　原作に忠実な再現度は、私が特にこの映画を気に
入っている点でもあります。（脱獄王・白石のキャ
ラが私のツボ）

「網走蔵（仮称）」天都山に響く槌音
～約50年ぶりの地酒復活へ～

　網走観光の名所「オホーツク流氷館」に隣接する
天都山山頂付近では、新しい歴史が刻まれようとし
ています。
　網走市・大空町の連携協定のもとに酒蔵の建設が
決定し、2025年12月３日に誘致企業の上川大雪酒造

「あばしり“のごみ”プロジェクト」パンフレット

ゴールデンカムイの聖地・網走刑務所と網走監獄

オホーツク流氷館展望台の目の前に酒蔵建設中
（画像：（一社）網走市観光協会より）
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Coffee Break  

上富良野支部 無理せず、身の丈に合った活動を

　事務局長
　高松　徹

　十勝岳連峰を間近に望み、雄大
な自然に抱かれた上富良野町。こ
の風光明媚な地で、当支部は地域
に根差した活動を続けています。
　現在、正会員25名、賛助会員12
社という体制で、他地域と同様に
会員数の減少や高齢化から、活動
に携わる会員も限られてきていま
すが、そのような状況でも青年層
が中心となり、「無理せず、身の
丈に合った」形を模索し、少ない
人数を感じさせない熱意をもって
日々活動に取組んでいます。
　長く続けてきている活動とし
て、観光道路への「植栽事業」が
あります。初夏、会員が汗を流し
て植えたマリーゴールド等、鮮や
かな色の花々は、観光に訪れる
方々や町民を温かく迎え入れる風
景の一部となっています。
　また、冬期間の街に彩りを添え

るのが「イルミネーション事業」
です。夏場、多くの町民が家族や
仲間と焼肉を楽しみ盛り上がる大
型テント会場も、冬場は静まり返
り寂しい雰囲気になりがちです。
そこにイルミネーションを設置す
ることで賑やかな光を灯し、地域
に明るい話題を提供しています。
　一方、これまで「建築士」をアピー
ルする最大の機会として継続して
きた「建築士の日ビールパーティ」
は、会員減少の影響により、昨年
は断腸の思いで中止という決断を
しました。長年支えていただいた
皆様には大変心苦しい限りでした
が、本年はその想いを引継ぎ、新
たな試みに挑戦します。それは地
域の子ども会が主催する体験型イ
ベントへの参加です。たくさんの
子どもたちに「間取り作成」を体
験してもらうワークショップを通
じ、家づくりの楽しさや建築士と
いう職業の魅力を伝えていきます。
　酒席での交流から、次代を担う
子どもたちへの教育的支援へと伝

える形は変わりますが、地域と深
く繋がっていたいという会員の信
念は、これからも変わることなく
持ち続けていきたいと思います。
　最後に食の魅力をご紹介しま
す。香りや苦みの原料となるホッ
プ栽培が行われるなど、ビールと
深い関わりを持つ本町のソウル
フードといえば、ビールとの相性
が抜群な「豚サガリ」ですが、 
昨 年、 新 た に ポ テ ト チ ッ プ ス
「MARUGOTO KAMIFURANO
黄金の一枚」
が仲間入りし
ました。贅沢
厚切り、濃い
目の味付けが
特徴の町内限
定販売の商品
です。
　本町を訪れ
た際は、是非
ご賞味ください。

支部HPはコチラ
http://kmfkenchiku.blog.fc2.com/

上富良野限定！
「黄金の一枚」

日高支部 引き継がれているもの

　　　　　
　池　均

　早いもので、建築士会に入って
今年で34年目と人生の半分以上の
会員歴に突入した自分ですが、そ
のほとんどが善良？な幽霊会員
（会費を納めるだけの人）として
過ごしていたことから、その中か
ら数少ない出来事を、お話させて
いただきたいと考えております。
　平成５年の32才の年に入会し事
業への参加といえば日高管内での
交流会（ソフトボール大会・パー
クゴルフ大会等）の参加者集め等
を行いつつ、町内で行う建築士普
及活動（住宅相談会等、但し相談
はほば無し）を行っていました。
　通常総会には参加したりしな
かったりというような、状況でした。
　管内交流会の一つであるソフト
ボール大会は会員の高齢化にとも
ないパークゴルフ大会に変貌し、
令和７年からは、様似町のアポイ

ジオパークにてアポイ岳登山が行
われています。（登山については、
他の地区からの参加もおまちして
おります。）
　会員数はというと他の地方と同
様ご多分にもれず、日高管内は、
最盛時の約３分の２まで減少して
おり悩みの種となっております。
　そのなかで、積極的な活動をお
こなっているのが青年部となって
います。
　平成10年頃には、山下前支部長
が青年委員長だった当時に旧静内
町にて全道の青年の集いが行わ
れ、馬産地である日高地方をPRす
るために蹄鉄を利用した名札が作
製されており、そのアイデアには、
感心した記憶があり
ます。
　入会当初、建築士
普及活動は、相談会
から建築士の日の
PRポスターを貼る
のみというような低
調な状況から、平成

20年頃から新冠町で行われていた
「ちびっこ建築士絵画コンクール」
を日高地方全体で行われ、小学生
の子供達の「私の住みたい家」の
絵画の展示等が行われるようにな
りました。
　平成24年からは青年の活動の場
として絵画コンクールが引き継が
れてゆき、平成30年からは、子供
達が簡単に楽しめる札幌の支部で
つくられたパズルに切り替わりま
した。
　現在は、令和元年からは様似町
の子供達の事業「遊びの広場」の
なかで行われており、そのエネル
ギッシュな彼らの活動には、頭が
下がる思いである。

様似町での活動風景写真
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　情報委員会委員長／前田　　繁
　　　　副委員長／村山　賢司・立花智亜喜
　　　　委　　員／奈良岡　修・山川　　力
　　　　　　　　　津山　　浩・秡川　正人
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編　集　後　記
　２期目になります日高支部の津山と申します。宜しくお願い
致します。２月号は新年の活動方針がメインとなっております。
各委員会の皆様宜しくお願い致します。何か会報に乗せたい情
報があればすぐに掲載しますので、情報委員会までお願い致し
ます。
　話は変わって、正月は息子のいる鹿児島に行ってきました。
仙厳園から見える桜島に今年一年の力を貰えた気がしました。
会員皆様が、充実した一年になりますように！！
� 情報委員会　津山 浩（日高支部）

講習会・セミナーのご案内（２月）

第57回建築基準法講習会
４日(水)　留萌市・新ひだか町　　　　　 18日(水)　江差町・室蘭市
５日(木)　名寄市・網走市　　　　　　　 19日(木)　札幌市
６日(金)　苫小牧市・滝川市　　　　　　 25日(水)　旭川市
13日(金)　中標津町・岩見沢市・北見市　　26日(木)　稚内市
17日(火)　倶知安町・北斗市　　　　　　 27日(金)　釧路市

監理技術者講習
25日(水)　札幌市　　26日(木)　函館市・旭川市

応急危険度判定士認定講習会（新規）
４日(水)　札幌市

建築士定期講習（対面方式）
20日(金)　北見市

information

本部の主な会議報告（１月)
◆第１回青年委員会
〈開催日〉10日(土)
１）�令和７年事業報告・決算報告、令和８年事業計画・予算
２）全道青年委員会連絡会議　他

関係機関等会議出席予定（２月)
20日(金)　令和７年度建築士会全国職員会議
� 上記　伊藤事務局長　他

 　道士会の動き道士会の動き

◆令和７年度北方型住宅技術講習会
《日程及び会場》２月４日(水)　13：30～16：00
　　　　　　　　TKP札幌ビジネスセンター赤れんが前
《単位数》　　　３単位
《問合せ先》一般財団法人北海道建築指導センター　℡　011-241-1893
◆令和７年度現場代理人合同研修会
《日程及び会場》２月18日(水)　10：00～16：00
　　　　　　　　オンライン　他
《単位数》　　　５単位
《問合せ先》一般社団法人札幌建設業協会　℡　011-261-6182
◆北海道の建築技術向上のための講習会
《日程及び会場》２月24日(火)　10：00～15：00
　　　　　　　　札幌国際ビル
《単位数》　　　４単位
《問合せ先》一般社団法人北海道建設業協会　℡　011-261-6185

ＣＰＤ認定プログラム（１月認定）

■視聴方法：北海道建築士会ＨＰの上記「会員専用ペー
ジ」をクリックしパスワードを入力
■２月パスワード：Enw064
　過去に行ったセミナー動画等掲載しています

“会員専用ページ”でオンデマンド配信中！

令和７年「設計製図」合格者（北海道）
実受験者 合格者 合格率

一級建築士 240名 74名 30.8％
※令和６年度：実受験者243名合格者31名（12.8％）

　北海道の防災対策の推進に関し功績が認
められ「北海道社会貢献賞」を札幌支部が
受賞いたしました。
　札幌支部では、建築士の専門知見を生か
した実践的防災知識を住民に対し教育・啓
蒙を行うなど、北海道の防災教育の普及・
啓発に貢献、積極的な活動を行ってきまし
た。
授賞式；令和７年12月19日
　　　　北海道庁本庁舎３階　知事会議室

令和７年度 北海道社会貢献賞（防災功労者）札幌支部が受賞令和７年度 北海道社会貢献賞（防災功労者）札幌支部が受賞

受賞式出席者濱坂副知事より牛田副支部長へ授与


